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（テックワンシリーズ共通）

ラスパートノンクロム処理の特長
環境対応型高耐食処理技術ラスパートノンクロムは完全クロムフ
リーの環境対応型のラスパート処理です。六価クロムはもちろん、
三価クロムも一切使用せず防錆性能を維持させることに成功しま
した。傷付きなどの耐食性にも優れ、アルミ材や高耐食めっき鋼板
になどに対して電食（異種金属接触腐食）を大幅に軽減します。

金物ホールダウンパイプと断熱材

金物

金物

金物

金物
金物

強度確認試験が証明する、確かな性能

付けた梁受
金物

金物



13

ティーシーダブリュー
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詳細は土台継手金物・バリアフリー34ページ参照 25 31
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TCW-10 TCW-10 TCW-18・TCW-24TCW-24・TCW-33TCW-24・TCW-33

TL-10 TL-10 TL-24・TL-33 TL-24・TL-33 TL-18・TL-24

スリーエス

ピースリー

12

土台の継手、和室の床組を48mm程度下げ
る際に使用

10Ⅱ

HPB

Ⅱ

土台継手金物・バリアフリー対応金物
納

金物 金物

金物金物 金物
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TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33
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※指示無き孔径はφ13

TCW TCW

TCW-10：73×40×96mm

TCW-10：30個／ケース

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33

TCW-33：10個／ケース
TCW-18：20個／ケース TCW-24：12個／ケース

TCW-33：73×40×275mm
TCW-18：73×40×135mm TCW-24：73×40×205mm

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33
短期基準せん断耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

8.1
7.3

12.7
2.3

26.4
17.5
23.5
4.4

39.6
22.5
24.3
4.5

48.0
25.8
33.4
6.3

TCW-10 TCW-18 TCW-24 TCW-33
短期基準せん断耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

8.0
7.8

12.5
2.3

16.9
15.6
27.5
5.1

29.5
24.7
30.0
5.6

36.4
28.9
30.7
5.7

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TCW-10
6.0
5.7
10.4
1.9

TCW-18
22.8
15.7
22.0
4.1

TCW-24
31.3
18.0
25.4
4.7

TCW-33
40.5
17.8
32.3
6.0

TCW-10
※金物天端は梁天端より2.5mm下がり

TCW-18
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TCW-24
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TCW-33
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

ボルトとドリフトピンによる単純な組み合わせ
で、強い接合部が実現可能です。
テックワンP3より出幅を抑えコンパクトにし、
板厚を薄くすることで最大40％軽量化。
L型金物をボルト接合面で重ね合わせることで、
板厚を最適化して高い耐力を実現しました。

テックワンの基本性能を維持したコンパクトモデル
コンパクトでありながらより高強度を実現。日本製鉄（株）と（株）タツミの共同開発商品です。
日本製鉄（株）が手掛けるスチールハウスのノウハウを最大限に活用し、従来のテックワンに
比べてコンパクトでありながら耐力がアップした新しい金物を実現し、より広範囲な木造建
築物への適用を可能にしました。これまでの解析や試験から、最も発生応力が生じる箇所はボ
ルト穴がある背板部で、それに比較してドリフトピンがかかる羽部は応力が低いことがわか
りました。羽部を薄くすることで接合部における重要部分と過剰部分の最適化が図られ、
更に特殊なカシメ技術により2つの金物を接合する事で金物の耐力アップと
コンパクト化が同時に実現可能となりました。

ティーシーダブリュー

荷重期間における基準耐力の算出について
短期基準耐力：1.0とした場合、中短期：0.8、中長期：0.715、長期：0.55
出典(一社)日本建築学会木質構造設計規準・同解説ー許容応力度・許容耐力設計法ー

対応梁成 ： 105～150mm 対応梁成 ： 180～210mm 対応梁成 ： 240～300mm 対応梁成 ： 330～420mm

耐　力　柱ー梁

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TCW-10
6.3
13.1
2.4

TCW-18
15.8
20.1
3.7

TCW-24
25.5
25.8
4.8

TCW-33
34.3
29.1
5.4

表中の数値は（株）タツミ社内試験データによる。
※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スギ同一等級構成構造用集成材 E65-F255
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スギ対称異等級構成構造用集成材 E65-F225

耐　力　梁ー梁

梁受金物

表中の数値は(一財)日本建築センター性能評定による。
※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スプルース同一等級構成構造用集成材 E95-F315
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スプルース対称異等級構成構造用集成材 E105-F300

スプルース集成材

スプルース集成材

スギ集成材

スギ集成材

2.
3

40
2.
3

40
2.
3

40
2.
3

材　　質 新溶融めっき鋼板
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TL-10 TL-18 TL-24 TL-33

TL-10 TL-18 TL-24

3S TL

TL-10：100×40×98.5mm

TL-10：30個／ケース

TL-10 TL-18 TL-24 TL-33

TL-33：10個／ケース
TL-18：20個／ケース TL-24：12個／ケース

TL-33：100×40×275mm
TL-18：100×40×135mm TL-24：100×40×205mm

TL-10 TL-18 TL-24 TL-33
短期基準せん断耐力（kN）
短期基準（逆）せん断耐力（kN）
短期基準引張耐力（kN）
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

7.4
7.9
11.7
2.2

16.9
15.9
21.4
4.0

26.8
21.7
27.2
5.1

41.5
41.7
40.3
7.6

TL-10 TL-18 TL-24 TL-33
短期基準せん断耐力（kN）
短期基準（逆）せん断耐力（kN）
短期基準引張耐力（kN）
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

6.8
6.8
11.5
2.1

15.2
14.7
20.2
3.8

24.7
22.8
32.0
6.0

39.4
32.4
57.6
10.8

TL-10
※金物天端は梁天端より5.5mm下がり

TL-18
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TL-24
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

TL-33
※金物天端は梁天端より30.5mm下がり

ボルトとドリフトピンによる単純な組み合わせ
で、強い接合部が実現可能です。
テックワンP3と同じ加工寸法、施工方法で軽量
化、低コスト化が可能です。
梁成330以上は、TH-33と同じ金物を運用する
ことで高い耐力を保持しています。

JIS G3302 SGHC

Z27

100

6.7

13
5

75 25

74.5 25.5

19
19

14
14

21
.5

21
.5

45
70

20

26

2-φ12.8

R12

R6.5

25

35
.5

100

34
29

74.5 25.5

98
.57.
5

25
20

20
.5

6.7

75 25

3-φ12.8

R12

φ6 R6.5

6.7

100

20
5

75 25

74.5 25.5

44
44

26
.5

26
26
.5

19
19

R12

R6.5

45
70

70
20

3-φ12.8

TL-33

44
44

44

26
.5

26
26

26
.5

27
5

75 25

74.5 25.5

6.7

100

19
19

45
70

70
70

20

4-φ12.8

R12

R6.5

スリーエス

歴史的建造物の殆どは木で作られています。補修のしやすさと、室内の調湿や断熱効果など、
木の性質が日本の気候・風土に適しているためです。「テックワン」は、この在来軸組工法に精
度と頑強さをプラスし、合理的な施工システムを構築することに成功しました。3Sシリーズ
では、さらに今までにないコストパフォーマンスも実現しました。

荷重期間における基準耐力の算出について
短期基準耐力：1.0とした場合、中短期：0.8、中長期：0.715、長期：0.55
出典(一社)日本建築学会木質構造設計規準・同解説ー許容応力度・許容耐力設計法ー

対応梁成 ： 105～150mm 対応梁成 ： 180～210mm 対応梁成 ： 240～300mm 対応梁成 ： 330～420mm

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TL-10
5.4（5.1）
8.3

11.3（10.7）
2.1

TL-18
12.6（11.9）
18.0

22.3（21.1）
4.2

TL-24
29.6（28.1）
18.4

26.4（25.0）
4.9

TL-33
37.3
38.1
22.3
4.2

耐　力　柱ー梁

表中の数値は日本ERI(株)任意評定／(一財)建材試験センター試験データによる。
(　)内の数値はEIR(株)任意評定による短期許容耐力を示す(低減係数0.95)

短期基準せん断接合耐力 (kN)
短期基準（逆）せん断接合耐力 (kN)
短期基準引張耐力 (kN)
存在接合部倍率（引張耐力÷5.3kN）

TL-10
5.7（5.4）
7.9

12.7（12.0）
2.3

TL-18
13.6（12.9）
17.2

16.2（15.3）
3.0

TL-24
23.1（21.9）
15.5

33.5（31.8）
6.3

TL-33
31.0
35.0
38.9
7.3

耐　力　梁ー梁

梁受金物

歴史的建造物の殆どは木で作られています。補修のしやすさと、室内の調湿や断熱効果など、
木の性質が日本の気候・風土に適しているためです。「テックワン」は、この在来軸組工法に精
度と頑強さをプラスし 合理的な施工システムを構築することに成功しました 3Sシリーズ

テックワンと施工と加工を同じにしたコストパフォーマンスモデル
表中の数値はハウスプラス確認検査(株)及びタツミ社内試験データによる。
※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スプルース同一等級構成構造用集成材 E95-F315
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スプルース対称異等級構成構造用集成材 E105-F300

※試験時に使用木材
　柱　材／寸法：105×105 樹種：スギ同一等級構成構造用集成材 E65-F255
　横架材／寸法：105×105～330 樹種：スギ対称異等級構成構造用集成材 E65-F225

スプルース集成材

スプルース集成材

スギ集成材

スギ集成材

2.
3

2.
3

2.
3

2.
3
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座金W4.5×40

M12 M12

M16

1
0
5
(1
2
0
)

座金W6.0×60 座金W9.0×80

HDP-10柱脚 HMP-140柱持たせ HMP-260柱持たせHDP-10柱頭 HDP-15柱頭HDP-15柱脚 HDP-20柱脚 HDP-20柱頭

データ及び(株)タツミ社内試験データによる。

（納まりは技術資料参照）
（納まりは技術資料参照）

HLP-10

HLP-10

HLP-10

HMP-140 HMP-260

梁受金物とも取り合います。

と引寄せ

HLP-10：NSDHC　HDP-15・HDP-20：JIS G3444 STK500
HDP-10・HDP-10（+）・HMP-140・HMP-260：STK500

金物の代わりに使用します。

に金物を取り付けます。
柱頭の場合は、柱頭に横架材を落とし込んだ後、
ドリフトピンを打ち込んで固定します。
柱脚の場合は、横架材に柱を立てて、柱脚にドリ
フトピンを打ち込んで固定します。

mm寸法 mm mm

7.2

スギKD材 E50
スギKD材 E50

スギKD材 E50
スギKD材 E50スギKD材

スギKD材 E50
スギKD材 E50スギKD材

スギKD材 E50
スギKD材 E50スギKD材

柱：スギKD材 E50  横架材：スギ対称異等級構成集成材 E65-F225  梁H=150
柱：スギKD材 E50　横架材：スギKD材 E50　梁H=120

7.2

5.6

7.2

7.2

6.9

5.6

5.2
9.2
10.0

5.2
9.2
10.0

10.9
6.3

4.4
HDP-10に準ずる※1

HDP-10に準ずる※1

4.0

6.3
6.2

HMP-260

HMP-140

17.6

17.4
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HLP-10

梁受金物とも取り合います。

と引寄せ

HDP-CC HDP-CCH

ボルトまたはドリフトピン 4 5

3

柱継部の接合に使用します。

ドリフトピン（場合によってはボルト）にて下階の
勝ち柱の柱頭に金物を取り付けます。
上階の柱を立てて、柱脚にドリフトピンを打ち込
んで固定します。

HDP-CCH :φ21.6×426mm

HDP-CCH :10本／ケース

HLP-10：NSDHC　HDP-10・HDP-10（+）：JIS G3444 STK500

HDP-CC：STK540　HDP-CCH：JIS G4051 S40C

10.1 4.1

5.2

3.1

11.6

24.5

35.2

41.4 柱：

新溶融めっき（HDP-10・HLP-10・HDP-CC・HLP-10（+））ダクロタイズド処理（HDP-CCH）ドリフトピンを使用して簡単に緊結できます。
ボルトを使用して梁受金物とも取り合います。

5.211.6

HDP-CCH

HDP-CC 3.630.0
柱-柱 継ぎ

スギ同一等級構成集成材 E65-F255

スプルース同一等級構成集成材 E95-F315

スプルース同一等級構成集成材 E95-F315

32.1

HDP-10(+)

柱継 HDP 22

金物の代わりに使用します。

納まりイメージ

を立てて
に金物を取り付けます。

9.8 6.2

4.7

6.2

5.3
7.5
9.8
9.8 6.2

4.7

6.2

5.3
7.5
9.8

表中の数値はハウスプラス確認検査（株）試験データによる。

表中の数値は、ハウスプラス確認検査（株）／（株）タツミ社内試験データ及び(一財)日本建築センター性能評定による。

スギKD材 E50

スギKD材 無等級

スギKD材 無等級

スギKD材 無等級

スギKD材 E50
スギKD材 E50

スギKD材 無等級

mm寸法

mm寸法 mm mm
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納まり図 金物取り付け方向

納まりイメージ

①M12六角ナット
②M12ワッシャー
③M12用偏心座金
（φ40　t=4.5）

②③:付属品
①はアンカーボルト
に付いているものを
使用

LB本体

位置決め墨位置
決め
墨

アンカーボルトM12

柱受部品（付属品）

P-90
突起に差し込む

※柱断面に応じて選定

くぼみ
位置決め墨

くぼみを墨に合わせてセットする
ことで位置決めが容易になります。
※金物直下の
　基礎パッキンは不要です。

アンカーボルト直結型金物（1階柱脚金物）

独立柱の柱脚の接合部に使用します。

ダブルベース部の高さが55mmと低いため、床
仕上げ面より下に金物が隠れやすい高さです。
アンカーボルトM12を使用し、アンカーボルト用
のルーズホール穴は±6mmまで対応できます。
柱受部品を変えることで90角～300角、平柱に
も対応できます。
柱仕口の加工はホールダウンパイプと同じφ22
となります。

LBパイプ式独立低柱脚金物

LB+P90

JIS G3444 STK500　JIS G3101 SS400
ノンクロムラスパート処理

LB本体　P-90　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1 
LB+C140 LB本体　C-140　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1 

LB+C100S LB本体　C-100S　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1
LB+C100L LB本体　C-100L　M12用偏心座金　M12ワッシャー　各1 

1セット／ケース

LB本体をアンカーボルトM12にセットします。

下から順にM12用偏心座金・M12ワッシャー・
ナットにて留め付けます。
柱受部品（柱断面に応じたもの）を被せます。
柱をパイプ部に挿入し仕様に応じた本数のドリ
フトピン（別売品）を打ち込みます。
※使用するドリフトピンについては技術資料を参
　照ください。

④
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表中の数値は（一財）建材試験センター／ハウスプラス確認検査（株）試験データ及び（株）タツミ社内試験データによる。

※ドリフトピン、アンカーボルトM12は別売品です。

サ イ ズ

LB

P-90

アンカー
直結

独立柱
部

3.8

6.3

18.3

94.7
159.9

108.7
145.7

262.5

ドリフトピン
1本

ドリフトピン
2本

C-140

C-100S

C-100S
2個配置

C-100L

短期基準耐力（kN）
引張 せん断 圧縮

柱：スギKD  無等級  柱断面 90×90

柱：スギKD  無等級  柱断面 150×150

柱：スギKD  無等級  柱断面 105×105

柱：スギKD  無等級  柱断面 105×210

柱：スギKD  無等級  柱断面 105×270

LB本体 ： 90×90×144mm　パイプ ： φ21.7×L95
P-90 ： 90×90mm　C-140 ： 140×140×55mm
C-100S ： 135×100×55mm C-100L ： 200×100×55mm

ト直結型金物（1階柱脚金物）結型金物（1階柱脚脚金物）
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φ21.7
6 6
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// 上面図 //
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φ24
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// 下面図 //
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135 200
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55

LB 本体
C-100S C-100L

P-90 C-140

180

150

135

120

105

90

90 120

105

180150135

本体×1:P-90×１ 本体×1:P-90×１

本体×1:P-90×１ 本体×1:P-90×１

本体×1:P-90×１

本体×1:P-90×１ 本体×1:P-90×１

9
0

90

9
0

120

120 135 150 180

180

180

180

180

150

150

150

9
0

105

1
0
5

105

本体×1:C-140×１ 本体×1:C-140×１

本体×1:C-140×１

135

9
0

本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１

本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１

本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１ 本体×1:C-100S×１

■柱断面と柱受部品の組み合わせ一例■
長辺(ｍｍ）

短
辺
(ｍ
ｍ
)

※使用ドリフトピンについては技術資料を参照
※長短辺180ｍmを超える断面の組み合わせについては技術資料を参照

//上面図// //上面図//

//正面図// //正面図//

72

『Ｈ向き』 『エ向き』

41

ダブルベース部の高さが55㎜と低いため、
床仕上げ面より下に金物が隠れやすい高さです。

※金物の取り付け方向でドリフトピンの向き
　が決まります。適宜ご確認ください。

1
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1
0
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1
0
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1
0
5

135
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1
2
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135

1
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5
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1
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1
5
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1
5
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1
8
0

120

1
2
0

mm寸法
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（105用・L103　120用・L118）
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50
52
5

525 50

(9
53
.5)

黒色カチオン電着塗装（15μm以上）
JIS G3131 SPHC

金物

116.5 206.5

納まりイメージ

TK-10

TK-10

火打ち梁と横架材を接合する際に使用します。

ボルトにて横架材に金物を取り付けます。
火打ち梁の仕口には予め所定の位置にドリフト
ピンを打ち込んでおきます。（先行ピン）※1

隅木（谷木）を落とし込んだ後、ドリフトピンを打
ち込んで固定します。

火打ち梁を取り付けた後、残りのドリフトピンを
打ち込んで固定します。

梁に片木大入れを作らないので欠損が少ないで
す。
ボルトとドリフトピンによる単純な組み合わせで
施工可能です。

ドリフトピン2本
ボルト2本またはMZ45ボルト2本金物取り付け

仕様規定の木製火打と同等以上

火打ち梁取り付け

TK-10 : 30個／ケース

98×100×40mm
新溶融めっき鋼板材　　質

サ イ ズ

火打ち梁受金物 TK-10

※ハウスプラス確認検査(株)により仕様規定の木製火打と同等以上の耐力を有するとして性能確認試験済み

斜め梁

3.
2

梁

火打ち梁

梁
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JIS G 3101 SS400  JIS G 3507-2 SWCH10R相当
（電気亜鉛めっき）EP-Fe/Zn8/CM2

各種金物などの 金物

114

41

10
.6

MZ45用レンチ

MZ45の締め付け・締め直しに使います。

114×41mm　T-55

狭い箇所での作業に便利なL型レンチ形状です。

110、125、140、170、190
200、230、240、260、290、320

110、125、140

MZ45

L

φ
12

5 φ45

ヘキサロ
ビューラ穴（55）

・ 140 ・ 170 ・ 190
200 ・ 230 ・ 240 ・ 260 ・ 290 ・ 320mm

110 ・ 125 ・ 140 ： 100本／ケース
170 ・ 190 ・ 200 ・ 230 ・ 240 ・ 260 ・ 290 ・ 320 ： 50本／ケース

・ 140 mm

SB2-26B16-01
100本／ケース

L110、125、140まで（公財）日本住宅・木材技術センター性能認定を取得
しています。
※ロングサイズは認定対象外

座掘りなしの場合でも、「ザボリくん」を使用すれば座掘り6mmに収めるこ
とができます。

強度区分4.6または4.8を満足する炭素鋼

承　　認

材幅+20mmが最適長さとなります。

金物

加工は、 6 納めることができ

金物

金物

150

MZ45-110

MZ45(丸座軸太ボルト)仕様

MZ45-125
MZ45-140
MZ45-170
MZ45-200
MZ45-230
MZ45-260
MZ45-290

ー
ー
ー

180
210
240
270
300
330
360

片引き

通常サイズ

【通常サイズ寸法図】

【通常サイズ】

170、200、230、260、290 mm

170、200、230、260、290 ： 1本より

強度区分4.6または4.8を満足する炭素鋼

【ロングサイズ】

170、200、230、260、290

L

φ
12

5 φ45
【ロングサイズ寸法図】

ロングサイズ

※パクトナットは37ページ参照
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P3PLUS
構造計算ルート
フレーム解析

P3PLUS実績例

42

44
46
47
48

mmmm
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4544

10
5

230

120

100

100

φ21

TH-24

φ13

230

※テックワンP3プラス技術資料参照

SB1コネクト（真束-斜材接合金物）　SB3コネクト（真束-斜材接合金物）

JIS G 3101 SS400（一部 S45C、STK400）

（平柱用柱脚金物）

（真束-斜材接合金物）（真束-斜材接合金物）（平柱用柱脚金物）

（平柱用柱脚金物）

応力解析
テックワンP3プラス
テックワンP3

技術資料参照の上、

2

トラスとしての架構例

自立フレームとしての架構例

鉛直構面としての架構例

SB1コネクト SB3コネクト VJ1コネクトTE2コネクト

SB1コネクト SB3コネクト VJ1コネクト

95

185

70

φ18

t6

100

100

88
90

t6

φ18

φ13

16
0

280

φ13

φ18

100

110

φ18

TH-24

22
2

S1コネクト
（高耐力せん断伝達金物）
※支圧プレート有

TE1コネクト+S1コネクト

（ブレース受け金物）

110

100

15
1

TH-18

納まりイメージ
施工ください。

VJ1コネクト（ブレース受け金物）

Tec-Oneシリーズと互換性を持ち一般流通材で
中規模木造を実現
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金物CADデータはホームページよりダウ
ンロードできます。
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店舗

5150

店舗

1階RC造+2階木造：在来耐力壁
24mm構造用合板
上弦材120×360、張弦材120×120、
束寸法120×120

トラス要素

160
10

新興住宅街に『半地下RC』+『木造スキップフロア』の混構造建物を実現
半地下・1階・中2階・2階とスキップフロアを採用し、フロアごとに用途を持た
せました。RC造部分となる半地下にランドリースペースを1階にフリースペー
スを設け、木造となる中2階・2階が飲食スペースとなっています。飲食スペー
スの木造部分では、菱型張弦トラスを使用することで無柱かつ天井・梁現しの
開放的な空間を実現出来ました。コンパクトなお店ながらも、構造の力強さや
大空間を感じさせ、RCの無機質な雰囲気のなかに、木の温かみも感じることが
できる建物です。
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表中の数値は（公財）日本住宅・木材技術センター試験データ等による。

両引き耐力

表中の数値はハウスプラス確認検査(株)試験データ等による。

52.6
60.2
87.1
101.1

基準引張接合耐力

荷重ケースにおける基準耐力の算出について
短期基準耐力：1.0とした場合、中短期：0.8、中長期：0.715、長期：0.55
出典(一社)日本建築学会木質構造設計規準・同解説ー許容応力度・許容耐力設計法ー

TN高耐力梁受金物 TN

TN-33
6本
7本

TN-18
4本
4本

TN-24
4本
5本

TN-33
77.2
73.5
56.6
10.6

TN-18
38.8
27.4
35.9
6.7

TN-24
48.6
43.9
43.3
8.1

TN-33
67.2
ー
57.3
10.8

TN-18
33.2
ー
34.2
6.4

TN-24
38.4
ー
37.9
7.1

110.5
TN-33+18

TN-33と同値
TN-24+18と同値
TN-24+18と同値

118.7
TN-33+24

TN-33と同値
TN-24+18と同値
TN-24+18と同値

TN-33+33
145.6

TN-33と同値
TN-24+18と同値
TN-24+18と同値

テックワンは「NEXT」ステージへ。TN高耐力梁受金物物 特許第7348670

TN-18 TN-24 TN-33

TN-33TN-18 TN-24

テックワンシリーズと互換性を持ち、テックワンシリーズより高耐力な梁受金物です。
中・大規模建築物に木造が採用されることが多くなる中で、接合部の応力が大きくなり、今までの
金物で対応できない場合は製作金物を設計、製作して対応しなければなりませんでした。
そこでテックワン梁受金物との併用も簡易にできる高耐力な梁受金物を考案し、金物のコンパ
クト化、設計のしやすさを実現しました。

テックワンシリーズとの併用が可能です。
材幅120mm から対応可能です。
M12 ボルトとφ12 ドリフトピンによる接合
でテックワンシリーズの接合具と共通です。
金物出幅が103mmと、製作金物に比べてコン
パクトになっています。
梁成390mm以上は梁受金物多段使いにて対
応できます。
※技術資料参照

※仕口から遠い列のドリフトピンから打ち込む
　ことを推薦します。

梁受金物とパイプ金物の納まり

当該階柱がある場合または柱継ぎの場合で、
TN高耐力シリーズ梁受金物とパイプ金物を取り
付ける際は、パイプ金物を２列で配置する必要が
あります。
※技術資料参照

TN-18：100×76×135mm TN-24：103×76×205mm TN-33：103×76×275mm
JIS G3101 SS400

カチオン電着塗装
柱・束材：120mm角以上　　横架材：幅120mm以上、梁せい180mm～

材　　質
部材基本寸法

107.4
TN-24+18と同値
TN-24+18と同値

TN-33+18
117.3

TN-24+18と同値
TN-24+18と同値

TN-33+24
124.1

TN-24+18と同値
TN-24+18と同値

TN-33+33TN-24+18
80.8
69.8
13.1

TN-24+18
89.0
68.1
75.4
14.2

両引き（梁ー柱ー梁）接合具
柱・梁：オウシュウアカマツ集成材

接合形式
TN-18
TN-24
TN-33

TN-24+TN-18

120×120　樹種：オウシュウアカマツ　同一等級構成集成材　E95-F315
120×180～330　樹種：オウシュウアカマツ　対称異等級集成材　E105-F300

120×120　樹種：オウシュウアカマツ　同一等級構成集成材　E95-F315
120×180～660　樹種：オウシュウアカマツ　対称異等級集成材　E105-F300梁　材

120×120　樹種：オウシュウアカマツ　同一等級構成集成材　E95-F315
120×180～390　樹種：オウシュウアカマツ　対称異等級集成材　E105-F300梁　材

TN-18
※金物は梁天端より30.5mm下がり

TN-24
※金物は梁天端より30.5mm下がり

TN-33
※金物は梁天端より30.5mm下がり

※指示無き穴径はφ13

ネクスト

180mm～ 240mm～ 330mm～
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TN高耐力梁受金物

オウシュウアカマツ集成材

オウシュウアカマツ集成材

オウシュウアカマツ集成材

オウシュウアカマツ集成材 テ
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ク
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ン
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■施工





■法的な位置づけ

・建築基準法施行令第47条1項に記載のある「鉄骨の横架材」に該当することを想定しています。

→鉛直荷重のみを負担する横架材(耐力壁からの変動軸力を負担することがない)であれば、併

用構造（混構造）とならないと考えられます。

※併用構造と判断される可能性もあるため、設計前に建築主事や確認申請機関に相談すること
を推奨します。

■接合耐力値

・木部-軽量H形鋼接合部

・木部-補剛材接合部

・上載梁接合部（上載梁接合プレート）

木部-軽量H形鋼接合部せん断試験 木部-補剛材接合部せん断試験

性能確認試験で接合耐力値を明確化

※その他の接合耐力は設計式から算出

上載梁接合プレート引張試験

TN-WOLSH Beam技術資料 TN-WOLSH Beam検定シート TN-WOLSH Beamオーダーシート

■各種資料・ツール

各種資料・ツールはHPからダウンロードできます。

火打ちレス金物

火打ちレス金物
構面仕様一覧

78
80

間柱受金物81
隅角穴用 間柱受金物81
Q&A82

7776







82 83

Q&A
Q1 A1

Q2 A2

Q3 A3

Q4 A4

Deco-tube

その他のよくあるお問合せは下記から
ご参照ください。
タツミホームページ「火打ちレス金物」
https://www.tatsumi-web.com/product/hiuchi-less/

火打ち材と同様に「木造軸組工法住宅の許容
応力度設計（2017年版）」（（財）日本住宅・木材
技術センター）に記載されている「○○m2以下
に1本：○○kN/m」の考え方で水平構面の耐力
を計算できますか？

区画の大きさによって水平構面の床倍率（許容せ
ん断耐力）を評価しておりますので、火打ちレス
金物1箇所での耐力を評価しているわけではあ
りません。したがって「○○m2以下に1本：○○
kN/m」でのご使用はできません。

建物をすべて金物工法にする必要がありますか？ 火打ちレス金物で形成する床構面を金物工法
（テックワンP3）で計画していただければ、そ
の他を別の工法（在来工法など）で計画されて
も構いません。

「柱勝ち」部に火打ちレス金物は配置できますか？ 「柱勝ち」部への配置は適用範囲外です。
「梁勝ち」部のみを適用範囲としております。

火打ちレス金物を不整形の構面に「3ヶ所」配置で
きますか？

火打ちレス金物は「2ヶ所」または「4ヶ所」配置
の整形(正方形・長方形)で評価しております。
不整形や「3ヶ所」配置は適用外となります。

“常識を覆す!?”美しい吹き抜けに欠かせないパーツ
「火打ちレス金物」の魅力をご紹介！
https://www.youtube.com/watch?v=WRN1JRe0UPI

※詳細は【火打ちレス金物 技術資料】の『技術資料 4.火打ちレス金物配置部の構造説明図・5.水平構面（火打ちレス金）の適用範囲』をご参照ください。

よくあるお問合せの一例を紹介します。

「火打ちレス金物 技術資料」はこちら
からご覧ください。

筒型装飾金物 Deco-tube（HDCⅢ用）
Deco-tubeの取り付け

84
86
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L75

デコチューブ

（ナット付）

デコチューブ

92
.6

φ22.5

R17

【トッププレート】

【ベースプレート】

92.6 4.5

92
.6

3.
2

92.6 3.2

【デコチューブ】

11

10
8.
2

4

100

10
03.2

HDCⅢカップとパイプの接合

短期基準引張,せん断,圧縮耐力 … HDCⅢに準ずる
※HDC-Ⅲ-S120/L120との併用はできません。
※Deco-tubeの金物高さが「108.2mm」になりますので、柱材の材長にご注意ください。

デコチューブ：100×100×108.2ｍｍ
トッププレート：92.6×92.6ｍｍ　ベースプレート：92.6×92.6ｍｍ

(HDCⅢ用)

783-092 クリーム783-091 半艶ホワイト 783-179ブルーグリーン

786-096 半艶ベージュ 783-067 ブラウン788-605 メタリックシルバー

783-090 ブルー 783-124 グリーン 07-40X レッド

788-501 バンピーシルバー 788-505 バンピーブロンズ

拡大図

788-506 バンピーグリーン

筒型装飾金物 Deco-tube

1セット／ケース

ベースプレート：1枚　トッププレート：1枚　M12専用高力ボルトL75（ナット付）：1本
M12専用高力ボルトL75（ナット付）（付属品）：1本

JIS G 3466 STKR400　JIS G 3101 SS400

サ イ ズ

粉体塗装

※カラーバリエーションは受注生産品となります：納期2～3週間
※写真は上下側に切り欠き2ヶ所ありますが在庫なくなり次第片側2ヶ所になる予定です。

独立柱の柱脚に使用する装飾金物です。

シンプルで美しいデザインです。
HDCⅢと併用することで、HDCⅢの
短期基準耐力（引張、圧縮）を運用できます。
柱材仕口部の加工は、HDCⅢの加工と同じです。
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特注金物

ドリフトピンφ16 DP16
溶融亜鉛めっき高力ボルト（F8T）
中ボルト M16

87

88
88
89

パクトナット M1689
フルブレース90
事例紹介92

嵌合部

嵌
せます。

めます。
します。

M12専用高力ボルトL75（ナット付）

※HDCⅢ-S120、L120は併用できません

【M12専用高力ボルト
　　L75( ナット付 )】

します。 けます。
置きます。HDCⅢのカップと偏心座金、ワッ

け
けます。

調整します。

けます。

ます。
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88 89

(2
7.
7
)

φ2
8φ16.2

24 13

□5.2×4ばね座金
収縮チューブ

六角ナット M16 

M16

(2
7.
7)

24 10 L

木造非住宅用の特注金物の生産に力を入れています。

特注金物 中ボルト M16 特注金物 パクトナット M16

特注金物の接合具として使用します。

JIS B 1180の強度区分4.6または4.8を満足する炭素鋼
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

SS相当材もしくは軟鋼線材
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

特注金物の接合具として使用します。

M16

特注金物 ドリフトピンφ16 DP16 特注金物 溶融亜鉛めっき高力ボルト（F8T）

※特注サイズ対応可能です。
L：100、115、130、145、165、175

特注金物の接合具として使用します。

DP16-100：φ16x100mm DP16-115：φ16x115mm
DP16-130：φ16x130mm DP16-145：φ16x145mm
DP16-165：φ16x165mm
JIS G 3101　SS400 または SS400相当品
JIS H 8641（溶融亜鉛めっき）HDZ35

DP16-175：φ16x175mm

摩擦接合等の接合具として使用します。

M16x50mm
JIS H 8641（溶融亜鉛めっき）HDZ55

※他サイズの取扱いもございます。お気軽にお問い合わせください。

大臣認定品

特　徴

φ
16

φ
16
.3

（
31
.2
）

φ32

27

座金

16

165010

4.5

M16×L=100・110・120・130・140・150・160・170

　　　　  180・190・200mm
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構造設計のための許容応力度規定

フルブレースのJIS認証：JIS A 5540 建築用ターンバックルフルブレ

JIS規格 :〔端部・接合部耐力〕＞〔軸部引張強度最小値〕

構造設計

軸部が降状する場合において端部・接合部が破壊しない

JIS規格

建築用ターンバックルは保有耐力接合

軸部が降

建築物にはJIS建築用ターンバックルを使用

タ建築用タ

に建築物に

L ¹

ｄ

L ²ｄ
¹

ｗ
e ³
e ¹

e²

R

a

b

L ³

L ³

L

A

A

B

S

SL
A

A

B

B

t

L ³

L ³

L

A

A

B

S

S
m

L
A

A

B

B²

フルブレース

ねじの呼び

ブレース

ブレース

ブレース

ボルト部 溶接部

ｄ

ねじ長さ 溶接長さ ビード幅

M16
M12

d₁
標準 最大 最小

軸径

k
S W

許容差+25,-8 許容差+10,0

ねじの呼び

羽子板部

ｄ

はしあき へりあき 穴ピッチ

M16
M12

ｔ ｂ a a

板厚 幅※2 全長※2

S e₂
許容差+25,-8 許容差+10,0

e₃ R
最小 許容差0，-0.5

ボルト端から取付け
ボルト穴心のあき

取付けボルト
穴径

ねじの呼び

取付けボルト ターンバックル胴

ｄ

全長 頭長 胴部幅
（参考地） （参考地）

M16
M12

ねじ呼び

B
割枠式

B²
パイプ式

L A
許容差+3％ 最小

本数 外経※2

■サイズ表の例 （製作可能サイズはM10～M33  詳細はフルブレース商品ページより設計用カタログを参照ください。）

受注生産品

JIS ブレースを用いた設計に関する資料は専用サイトからご請求いただけます。
資料はファイル形式でデータ送付いたします。（一部の資料については冊子形式）
http ://www.furusato.co.jp/contact/documentrequest  

[ ご利用いただける資料 ]

〇JIS 認定書
〇JIS ブレース耐力表（サイズデータ及び設計基準一覧表）
〇JIS ブレース設計価格表（フルブレース）
〇JIS ブレースCADデータ（DXFファイル形式）
〇その他資料（カタログ類、JIS 規格書、設計施工指針等：一部有料のものがあります）

10.7
14.5

10.83
14.66

10.59
14.41

100
125

40
55

6
7

6
6

52
52

155
170

40
45

25
25

52
59

17
17

M16
M16

1
1

200
250

17
23

36.0
46.0

21.7
25.4

詳しくはフルサト工業（株）
フルブレース商品ページへ

QR

建築用ターンバックルブレース
M10～M33

建築用ターンバックルブレース
錆止め塗装 or 溶融亜鉛めっき

材　　質

用　　途

ターンバックル胴タイプ パイプ or 割枠式

割枠式

パイプ式

9190
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小さなものから大きなものまで物件に合わせた金物の特注製作を承ります。
一点からでも製作可能。製作金物の案件は是非一度ご相談ください。 既製品金物で対応できない部分を製作金物を製作して納めました。

設計：有限会社 神田陸建築設計事務所
撮影：鈴木亮平

設計：有限会社 神田陸建築設計事務所
撮影：鈴木亮平

設計：有限会社 神田陸建築設計事務所
撮影：鈴木亮平

設計：有限会社 神田陸建築設計事務所
撮影：鈴木亮平

事例紹介



TRS BOX筋かい金物
TRS BOX筋かい金物 床合板仕様

TRS めり込み防止プレート

蔵かすがい

キャッチエース

トモ羽子板S

TRS 
TRS 

TRS 
TRS 異形アンカーボルトM16
TRS 異形クランクアンカーボルトM16
SW付き丸座金・角座金／丸座金
オリジナル金物専用ビス
Xポイントビス／
XポイントプラスZ／XポイントプラスH

9594

補強金物・接合具

96

98
97

99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110

113
114
115
116

111
112

スプーンホールダウン-S
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内使い(合板)

外使い(合板) 外使い(合板)

内使い(合板)

内使い(標準)内使い(標準)

外使い(標準) 外使い(標準)

120.7

45
2.
3

47.3

12
0.
7

内使い対応 外使い対応 性能試験済み 内使い対応 外使い対応TRS BOX筋かい金物
金物工法対応　壁倍率2倍用の筋かい接合金物

120.7×120.7×47.3×t2.3mm
NSDH400 K18

TSK-45 TSK-75 TSK-45

TSK-75
TSK-45

TSK-45：14本
40個／ケース

横架材側 TSK-45（付属品）：４本
TSK-45（付属品）：４本
TSK-45（付属品）：６本

柱　　側
筋かい側

45×90mm以上の筋かい（壁倍率2倍）端部を
接合するときに使用します。

内付けでも外付けでも使用可能です。
金物工法（テックワン）の金物、スリット部にビス
が干渉しません。（基本は内使いとなります。）
金物本体を内使いすることで、ホールダウン金物
との干渉を軽減できます。
厚さ28mmまでの床合板上からでも施工できます。
柱と横架材の2点で接合しますので、柱・ホゾパ
イプにかかるせん断力が分散、軽減されます。

金物本体を専用ビスTSK-45で柱と横架材に固
定します。（柱側4本、横架材側4本）
筋かいを金物にセットし、専用ビスTSK-45を6
本で留め付けてください。

※ビスがスリットに入る位置には取り付けないで
ください。

※柱側にスリットの入る柱脚金物をご使用の場合
は、ビスとの干渉にご注意ください。

120.7

45
2.
3

47.3

12
0.
7

TRS BOX筋かい金物 床合板仕様
金物工法に対応した壁倍率2倍用の筋かい接合金物金物工法に対応した壁倍率2倍用の筋かい接合金物

120.7×120.7×47.3×t2.3mm
NSDH400 K18
TSK-75：4本　TSK-45：10本
40個／ケース

横架材側 TSK-75（付属品）：４本
TSK-45（付属品）：４本
TSK-45（付属品）：６本

柱　　側
筋かい側

45×90mm以上の筋かい（壁倍率2倍）端部を
接合するときに使用します。

内付けでも外付けでも使用可能です。
金物工法（テックワン）の金物、スリット部にビス
が干渉しません。（基本は内使いとなります。）
金物本体を内使いすることで、アンカーボルトホ
ールダウン金物との干渉を軽減できます。
厚さ28mmまでの床合板上からでも施工できます。
柱と横架材の2点で接合しますので、柱・ホゾパ
イプにかかるせん断力が分散、軽減されます。

金物本体を床合板上から専用ビスTSK-75を横
架材側に4本、専用ビスTSK-45を柱側に4本打
ち込んで固定します。
筋かいを金物にセットし、専用ビスTSK-45を
6本で留め付けてください。

※ビスがスリットに入る位置には取り付けないで
ください。

※柱側にスリットの入る柱脚金物をご使用の場合
は、ビスとの干渉にご注意ください。

床合板対応
（28mmまで）

短期基準せん断耐力
内使い 3.36kN/m
短期基準せん断耐力
外使い 3.42kN/m

短期基準せん断耐力
内使い 3.34kN/m
短期基準せん断耐力
外使い 4.34kN/m

納まりイメージ

告示1460号
第一号（二） 性能試験済み告示1460号

第一号（二）

8.4 45

SQ No.3

5.
4

8.4 45

SQ No.3

8.4

SQ No.3

5.
4

75

5.
4
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SQ No.3

内使い対応 外使い対応 床合板対応
（30mmまで）

告示1460号
第一号（二）

柱施工型の壁倍率2倍用の筋かい接合金物 短期基準せん断耐力:
3.68kN/m

90×90mm以上の木製火打ち、
Z火打ちＨＢと同等以上

納まりイメージ

80.8×856.3×t2.3mm

Zマーク火打金物と比較して10％程度軽量です。

Zマーク鋼製火打ち

Zマーク火打金物と同等以上の性能があります。

TSK-45

ACE-65

専用ビスACE-65を片側5本ずつ、計10本打ち
込んで固定します。

ACE-65

ACE-65

TSK-45：16本

TSK-45（付属品）：9本
TSK-45（付属品）：7本

性能評定取得済み性能評定取得済み

金物本体を内使いすることで、ホールダウン金物
との干渉を軽減できます。
横架材にとめ付けるビスが不要なため、床合板
が入っても取り付けが可能です。
(床合板30mm厚以下)

納まりイメージ

柱側に専用ビスTSK-45を9本打ち込んで固定

筋かい設置後、筋かい側に専用ビスTSK-45を
7本打ち込んで固定します。

します。

125×100×37.3×t2.3mm

8.4 45

SQ No.3

5.
4

11 5.5 65

6.
38

45×90mm以上の筋かい（壁倍率2倍）端部を
接合するときに使用します。
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180

納まりイメージ
納まりイメージ

×t3.2mm ×t2.3mm

大引きと

仕口加工なしで接合できます。

外のサイズについてはお問い合わせください。
※
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柱

土台

基礎

120

40

5

50
50

刻印線

5

蔵かすがい

取付位置刻印

トモ羽子板 Ｓ 蔵かすがい告示第1460号
第二号表三（ほ）

短期基準接合引張耐力
8.56ｋＮ

告示第1460号
第二号表三（い）

短期基準引張耐力
1.3ｋＮ

255

280

10 25
.5

3.
2

1

（
22
）

10
.7

3.5 3.5
9.59.5

（50）

M12

φ12.5

アヤ目すべり止め加工

小屋梁と軒桁、軒桁と柱、胴差と床梁及び通し柱
と胴差の接合に使用します。

小屋束や柱材と横架材を接合するときに使用しま
す。

中心部に取り付け位置の目安となる刻印があり
均一に施工できます。
全体にわたって断面が三角形のため、打ち込んだ
ときに木材にめり込みやすく、木材表面から飛び
出しにくい形状になっています。
先端部の面取りが内側を向いているため施工時
にツメが開きにくく施工しやすくなっています。

羽根部とボルト部がプレス加工による一体成型
のスリムタイプです。
羽根部の突起加工でかんざしの六角ボルト
（M12）の頭が引っ掛かり空回りしないので、
ナットの締付け作業を片側で行えます。

かんざし用のボルト穴に六角ボルト(M12)を差
し込み木材を座金を介してナット側で締め付け
ます。
本体のボルトを木材と座金を介してナットで締
め付けます。

※かんざし用ボルトのサイズは使用する木材に合わ
　せてお選びください。

25.5×280×27.3mm

ねじの強度区分4.6（JIS B 1180）を満足する炭素鋼

六角ナット M12 1個付 属 品
50本／ケース

120×40×5mm

SWM-N相当品

600本／ケース

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2 JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

性能試験済み

六角ボルトM12：１本（別売品）
六角ナットM12：１個（別売品）
角座金W4.5×40：１枚（別売品）
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TRS BOX筋かい金物 床合板仕様性能試験済み

Z羽子板ボルト同等

六角ボルトM12：１本（別売品）
六角ナットM12：１個（別売品）
角座金W4.5×40：１枚（別売品）

コーチスクリューφ8×L65とスクリューくぎの
みで施工でき、通しボルトを使用しないため木材
のボルト穴加工が要りません。

スクリューくぎ L75

（付属品）φ
φ （付属品）

（付属品）
（付属品）
（付属品）

コーチスクリュー φ8×L65

φ φ
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枠材施工仕様

ノンクロムラスパート処理
ACE-90 : 6本

6本ACE-90（付属品）

ACE-90
SPN-S

ACE-65

40個／ケー ス

基礎と柱脚の緊結、 柱と横架材の緊結、 上下階の
柱相互の緊結に使用します。

JlS G 3101 SS400

柱に直接施工、枠材(45mm厚まで）を介して施工
のどちらにも対応可能です。
同一ビスで柱施工仕様・枠材施工仕様に使用でき
ます。
柱施工仕様： 25.0kN、枠材施工仕様： 20.4kNま
での引抜耐力に対応するホールダウン金物です。
平ワッシャーを使わずに施工できます。
ボルト用ホールはクリアランスを金物取り付け面
から26mm～34mmまでに対応しています。

※枠材施工仕様の場合は、 枠材をN90、 15本以
　上を用いて柱に留めつけてください。

柱施工仕様 枠材施工仕様

短期基準引張耐力
柱施工仕様 25.5ｋＮ
短期基準引張耐力
枠材施工仕様 20.4ｋＮ

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8　3価クロメート

短期基準引張耐力
HDA-15 16.0ｋＮ
短期基準引張耐力
HDA-35 35.4ｋＮ

スプーンホールダウン-S SPN-S 枠材対応
（45mmまで）

柱施工仕様
り ち

締め代
(100mm以上)

※横架材から金物までの
　寸法(締め代)は100mm以上
　を確保してください。

SPN-S

本体のボルト用ホールにM16アンカーボルトまた
はM16ボルトを通し、 ボルト用ホール上部から
ナットの締付け代25mm程度を出すように位置を
合わせます。
専用ビスACE-90を6本で留めつけてください。
ボルトをナットで締め付けてください。

締め代
(100mm以上)

※横架材から金物までの
寸法(締め代)は100mm以上
を確保してください。

SPN-S

柱

締め代
(100mm以上)

締め代
(100mm以上)

納まりイメージ

納まりイメージ

性能試験済み 性能試験済み

ACE-65

ACE-65

ACE-65

本体のボルト用ホールにM16アンカーボルトまた
はM16ボルトを通し、ボルト用ホール上部からナッ
トの締付け代25mm程度を出すように位置を合
わせます。

ボルト用ホールはクリアランスを金物取り付け面
から26.5～31.5mmまでに対応しています。

専用ビスACE-65を規定本数使用して留めつけ
てください。
アンカーボルトまたはM16ボルトに付属のワッシャー
を通しナットで締め付けてください。

44×145×t3.2mm 44×145×t4.5mm 45×230×t4.5mm

46
.5

51.5

51.5

11 5.5 65

6.
38

5.5 9011

8 6.
3

SQ No.3

SQ No.3
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JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8　3価クロメート（TR-173 ： JASCO） JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8　3価クロメート（TR-173 ： JASCO）

告示1460号
表三(り)

短期基準引張耐力
HDA-15Ⅳ 19.68ｋＮ
短期基準引張耐力
HDA-25Ⅳ 27.60ｋＮ

短期基準引張耐力
枠材30mm 29.5ｋＮ
短期基準引張耐力
枠材45mm 28.8ｋＮ

締め代
(100mm以上)

締め代
(100mm以上)

納まりイメージ

納まりイメージ

性能試験済み 性能試験済み り

ACE-90

ACE-75

ACE-75

ACE-75

ACE-75
ボルト用ホールはクリアランスを金物取り付け面
から26.5～31.5mmまでに対応しています。 ボルト用ホールはクリアランスを金物取り付け面

から26.5～31.5mmまでに対応しています。枠材は45mm厚まで対応できます。

（枠材用）
Ⅳ（2×4用）

枠材（45mm厚まで）を介しての緊結に使用します。
ACE-90

ACE-90

専用ビスACE-75を規定本数使用して留めつけ
てください。
アンカーボルトまたはM16ボルトに付属のワッ
シャーを通しナットで締め付けてください。

本体のボルト用ホールにM16アンカーボルトま
たはM16ボルトを通し、ボルト用ホール上部から
ナットの締付け代25mm程度を出すように位置
を合わせます。

2×４用のホールダウン金物として使用します。

Ⅳ 25Ⅳ

枠材は、N90をピッチ150mm以内、15本以上で
柱に留めつけます。
本体のボルト用ホールにM16アンカーボルトまた
はM16ボルトを通し、ボルト用ホール上部からナッ
トの締付け代25mm程度を出すように位置を合わ
せます。
専用ビスACE-90を規定本数使用して留めつけ
てください。
アンカーボルトまたはM16ボルトに付属のワッ
シャーを通しナットで締め付けてください。

44×230×t4.5mm

51.5

51.5

51.5

44×145×t4.5mm 45×230×t4.5mm

5.5 9011
8 6.
3

SQ No.3

11

8

5.5 75

6.
3

SQ No.3
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TRS めり込み防止プレート

105用 120用

土台または横架材への柱のめり込みを防止、軽減
するために使用します。

材面とフラットに納めたい部分のM12用座金、
ナットとして使用します。

柱仕口の在来加工、金物工法のホゾパイプ及び高
耐力柱頭柱脚金物HPB、PBCに使用可能です。　

JIS H 8641（溶融亜鉛めっき）HDZ35
JIS G 3101 SS400

6枚／ケース

105用：105×160×t16mm　120用：120×175×t16mm

7.5 90 15
160

3145

45
10
5

16

φ
6

R8.5

R8.5

15 90 15

175

3145

45

12
0

16

R8.5

R8.5

φ
6

105用 120用

※特注サイズ対応可能です。

許容めり込み耐力

木材種別

べいまつ類

ひのき類

すぎ類

土台類の横架材
上記以外

土台類の横架材
上記以外

土台類の横架材
上記以外

樹種グループ 建築物の部分
長期 中長期 中短期 短期
59.4
44.6
52.7
38.6
40.5
29.7

59.4
57.9
52.7
50.1
40.5
38.6

81.0
64.8
70.2
56.2
54.0
43.2

81.0
81.0
70.2
70.2
54.0
54.0

許容めり込み耐力：PCV（kN）

製材
集成材等

製品名

105用

120用

べいまつ類

ひのき類

すぎ類

土台類の横架材
上記以外

土台類の横架材
上記以外

土台類の横架材
上記以外

製材
集成材等

77.9
58.4
69.0
50.6
53.1
38.9

77.9
76.0
69.0
65.7
53.1
50.6

106.2
85.0
92.1
73.6
70.8
56.6

106.2
106.2
92.1
92.1
70.8
70.8

※上記耐力は、穴等の非接触面積を除いた有効接触面積より算出しています。
※許容めり込み耐力については別途計算書を用意しております。
　ホームページよりダウンロードください。

取付例

TRS めり込み防止プレート

HDP-10

柱

土台

基礎

※ホールダウンパイプでの接合部にめり込み防止プレートを使用する場合、
　ホールダウンパイプの耐力値が通常と異なりますのでご注意ください。

性能試験済み

Zマーク金物角座金
(W4.5×40)と同等以上

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

ZマークW4.5×40角座金と同等以上のめり込み
耐力があります。

納まりイメージ

HPB-46

TRS めり込み防止プレート

柱

梁
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HT-320

HT-430

HT-700

HT-900

キソパッキン

埋
め
込
み
長
さ
25
0

キソパッキン

柱脚金物HDCⅢ

土台

基礎

HT-320

埋
め
込
み
長
さ
25
0

基礎

土台

HT-900

筋かい

埋
め
込
み
長
さ
25
0

キソパッキン

柱脚金物HDCⅢ

埋
め
込
み
長
さ
25
0

土台

基礎

HTK-320

基礎

キソパッキン

土台

ホールダウン金物

HTK-900

短期許容引張耐力
44.9kN

短期許容引張耐力
44.9kN

TRS 異形アンカーボルトM16

基礎と土台の接合に使用します。
基礎と柱脚金物または、ホールダウン金物の接
合に使用します。

※下記仕様条件により算出 ※下記仕様条件により算出

※

基礎への埋め込み長さ250mmで44.9kNの
引張耐力を確保できます。
埋め込み長さの目安となるラインがあるので
施工性が向上します。
通常のアンカーボルトに比べ埋め込み長さが
短くなり、施工が容易です。
柱脚金物HDCⅢ-S・L両タイプの耐力に対応
できます。
40kN級の柱脚金物、ホールダウン金物に使用
できます。

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

ナット：1個

SD295（JIS G 3112）

HT-320：M16×320mm　HT-430：M16×430mm
HT-700：M16×700mm　HT-900：M16×900mm

取付例

性能試験済み埋め込み長さ
250mm

同 梱 品
L=320：20本／ケース　L=430：20本／ケース
L=700：10本／ケース　L=900：10本／ケース

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

ナット：1個

SD295（JIS G 3112）

HTK-320：M16×320mm　HTK-430：M16×430mm
HTK-700：M16×700mm　HTK-900：M16×900mm

同 梱 品
L=320：20本／ケース　L=430：20本／ケース
L=700：10本／ケース　L=900：10本／ケース

L1L L2
320
430
700
900

70 50
180 50
450 100
650 100ライン塗装（赤色）

250 L1

L
L2

M16

埋め込み長さ　　　　 ：250mm以上
基礎幅　　　　　　　 ：150mm以上
コンクリート設計基準強度：FC=18N/m㎡以上

仕様条件

TRS 異形クランクアンカーボルトM16

取付例

性能試験済み埋め込み長さ
250mm

HTK-320

HTK-430

HTK-700

HTK-900

L1L L2
320
430
700
900

70 50
180 50
450 100
650 100

異形鉄筋 D16
(最外径φ18)

異形鉄筋 D16
(最外径φ18)

（40）（15）

ライン塗装（赤色）

250

20

430±3

L1

L2
M16

※「木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2017
　年版）」より算出

短期許容引張耐力　　　：44.9kN

基礎と土台の接合に使用します。
基礎と柱脚金物または、ホールダウン金物の接
合に使用します。

基礎への埋め込み長さ250mmで44.9kNの
引張耐力を確保できます。
埋め込み長さの目安となるラインがあるので
施工性が向上します。
通常のアンカーボルトに比べ埋め込み長さが
短くなり、施工が容易です。
柱脚金物HDCⅢ-S・L両タイプの耐力に対応
できます。
40kN級の柱脚金物、ホールダウン金物に使用
できます。

※

埋め込み長さ　　　　 ：250mm以上
基礎幅　　　　　　　 ：150mm以上
コンクリート設計基準強度：FC=18N/m㎡以上

仕様条件

※「木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2017
　年版）」より算出

短期許容引張耐力　　　：44.9kN
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Xポイント ビスR

Xポイントプラス

Xポイントプラス

技術的なお問い合わせはこちらまで
若井産業株式会社
構造用ファスナー販売グループ
TEL : 06-6783-2084

価格・納期に関するお問い合わせはこちらまで
株式会社タツミ
営業開発本部 住宅資材課
TEL : 0258-66-5515

（全ねじ）頭部刻印付 Xポイントプラス （半ねじ）頭部刻印付

全ねじ
中大規模木造建築対応

R

80mm・90mm・110mm

JIS A 1503
木質構造用ねじの試験
方法での性能確認済み

: 2022 JIS A 1503
木質構造用ねじの試験
方法での性能確認済み

: 2022

100mm・120mm・200mm

特  

長

■特殊先端形状により胴縁材端部でも木割れを大幅
　に軽減
■環境に優しいクロムフリー
■断熱材メーカー・サイディングメーカー推奨の6mm
　径のねじで壁の垂れ下りを防止
■四角ビット採用でビットがはずれにくい
■サイズ別カラー化・刻印付で施工前後の視認が容易

■断熱材メーカー・サイディングメーカー推奨の6mm径のね
　じを採用。
　通気胴縁をしっかり固定でき、外壁材の垂れ下がりを防
　止します。
■特殊先端形状で通気胴縁の木割れを軽減します。

■Xポイントビスは1本の施工でひねり金物（ZマークST-12）
　と実測値において同等以上の耐力があります。
■垂木から桁へねじ1本留めで施工ができ、コストの低減と
　施工時間の大幅短縮が可能です。

■ねじは垂木に対して垂直に打ち込み、ねじが55mm以上
　桁部に入り、かつ桁部からねじが突き抜けないように施工
　してください。
■施工には四角ビットNo.3を使用して、ねじの頭頂部と垂
　木材の表面が面一になるように施工してください。
■垂木材は成・幅それぞれ45mm以上のものをご使用くだ
　さい。
■ねじが露出するような箇所には施工しないでください。
　※80mm・90mm・110mmは垂木留めには使用できま
　せん。

■使用にあたって
･ねじは太さや長さが大きくなる
　と施工時の摩擦抵抗が大きく
なります。
･本製品施工でのインパクトドラ
　イバ使用は、構造上工具破損の
おそれがありますので、推奨工

　具の使用をお勧めします。
　推奨工具
　株式会社マキタ社製「低速用ド
　リル 6304LR」
･施工時に材と材の間にすき間が
　発生する可能性があります。
あらかじめ仮留めするなどの対

　策をお勧めします。

●やけどや怪我のおそれがありますので、施工時には安全めがね・安全保護具等
　を必ず着用してください。

■使用にあたって
･ねじは太さや長さが大きくなる
　と施工時の摩擦抵抗が大きく
なります。
･本製品施工でのインパクトドラ
　イバ使用は、構造上工具破損の
おそれがありますので、推奨工

　具の使用をお勧めします。
　推奨工具
　株式会社マキタ社製「低速用ド
　リル 6304LR」
･施工時に材と材の間にすき間が
　発生する可能性があります。
あらかじめ仮留めするなどの対

　策をお勧めします。

●施工にあたっては、あらかじめ建築主事、指定確認検査機関にご確認ください。
●野地板施工後はXポイントビスが見えなくなりますので、ねじの施工確認写真を撮ることをお勧めします。

垂木留め施工上の注意

外張り断熱工法

Xポイントビス
垂木留め施工

垂木留め施工にあたって

垂木厚さ別 Xポイントビス選定表

正しい施工方法

垂木

桁

※Xポイントは若井ホールディングス株式会社の登録商標です。

※Xポイントプラスは若井ホールディングス株式会社の登録商標です。

●材質：鉄
※四角ビットNo.3 1箱に1本付。
※80mm・90mm・110mmは垂木留めには使用できません。

材質：鉄　仕様：クロメート
※ヘクサロビュラビット No.40 1袋に1本付

使用上の注意
●やけどや怪我のおそれがありますので、施工時には安全めがね・安全保護具等
　を必ず着用してください。

使用上の注意

材質：鉄　仕様：クロメート
※ヘクサロビュラビット No.40 1袋に1本付

商品コード

商品コード

最低出荷単位 1箱

識別色

DXP6100

DXP6080

K08110Z
K08140Z
K08170Z
K08200Z
K08230Z
K08260Z
K08290Z
K08320Z

DXP6090
DXP6100
DXP6110
DXP6120
DXP6130
DXP6150
DXP6160
DXP6180
DXP6200

6.0×100（30）

6.0×80（30）

11.2

12.5

100

銀

深緑

金

茶

青

緑

赤

水色

黄緑

銀

50

50

6.0×90（30）

6.0×100（30）

6.0×110（30）

8.0×110（100）

8.0×140（130）

8.0×170（160）

8.0×200（190）

8.0×230（220）

8.0×260（250）

8.0×290（280）

8.0×320（320）

6.0×120（40）

6.0×130（45）

6.0×150（50）

6.0×160（55）

6.0×180（60）

6.0×200（60）

45以下
65以下
75以下
95以下
105以下
125以下
145以下

6.0×120（40）
6.0×130（45）
6.0×150（50）
6.0×160（55）
6.0×180（60）
6.0×200（60）

DXP6120
DXP6130
DXP6150
DXP6160
DXP6180
DXP6200

サイズ（mm）

サイズ（mm） 1箱容量
（本）

適応垂木厚
（mm）よび径×全長（ねじ部）

よび径×全長（ねじ部） 頭径

商品コード
サイズ（mm） 1箱容量

（本）よび径×全長（ねじ部） 頭径

K08110H
K08140H
K08170H
K08200H
K08230H
K08260H
K08290H
K08320H

18.0 50

8.0×110（50）

8.0×140（60）

8.0×170（70）

8.0×200（90）

8.0×230（100）

8.0×260（100）

8.0×290（100）

8.0×320（100）

商品コード
サイズ（mm） 1箱容量

（本）よび径×全長（ねじ部） 頭径

Xポイントプラス 半ねじ
中大規模木造建築対応 引張金物 TB

引張金物 TC
せん断金物 SB
せん断金物 SBM
せん断金物 SP
せん断金物 D32
L型金物
帯金物 STW
帯金物 STF
丸座金
両ねじボルトセット
角座金
角座金／ドリフトピン
四角穴付タッピンねじ

引き寄せ金物 HD-B
引き寄せ金物 HD-N
引き寄せ金物 S-HD
アンカーボルトM12

短ざく金物／ひら金物／ひねり金物
座金付きボルト／かど金物
山形プレート／かね折り金物
くら金物／羽子板ボルト

コーナー金物／羽子板パイプ／羽子板ボルト
両ねじボルト／六角ボルト／角座金・丸座金
Z
Z

138

134
134
134
135
135
135
136
136
136
136
137

118
118
118
118

アンカーボルトM16119
119
120
120
121
121
122
123
124
127

128
128
129
129
130
133

138
138
140
142
143

火打金物／かすがい
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引き寄せ金物 引き寄せ金物

引き寄せ金物

JIS H 8641（溶融亜鉛めっき）HDZA

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC
JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

接 合 具 太めくぎ ZN90

接 合 具

六角ボルト M12
角座金 W4.5×40×φ14
スクリューくぎ ZS50

接 合 具
六角ボルト M12 または ラグスクリュー LS12
角座金 W4.5×40×φ14

接 合 具
六角ボルト M12×110 または ラグスクリュー LS12
角座金 W4.5×40×φ14

上下階の柱相互または胴差相互の連結などに使用します。

かすがいと同様の用途に使用します。
短ざく金物と同様の用途に使用します。

または

接 合 具 太めくぎ ZN65

接 合 具 太めくぎ ZN40
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JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

SPHC または JIS

400 または SGC400

接 合 具 太めくぎ ZN65

CP-L CP-T

引張りを受ける柱の上下の接合などに使用します。

引張りを受ける柱の上下の接合などに使用します。

接 合 具 太めくぎ ZN40

CP-L

SB・F2 SB・E2

VP VP-2

CP-T

接 合 具

六角ボルト M12
角座金 W4.5×40×φ14
スクリューくぎ ZS50

接 合 具

または 小屋梁

接 合 具

六角ボルト M12
六角ナット M12
角座金 W4.5×40×φ14

接 合 具

六角ボルト M12
平くぎ ZF55
角座金 W4.5×40×φ14
小型角座金 W2.3×30×φ12.5

小屋束や柱材と横架材の接合などに使用します。
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JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

羽子板ボルトSB・F2と同様の用途に使用します。 羽子板ボルトSB・F2と同様の用途に使用します。

接 合 具 タッピンねじ STS・C65

JIS G 3302一般用 SGHC及び SGCC
Z27（溶融亜鉛めっき）

接 合 具
柱　タッピンねじ STS・C65
横架材　タッピンねじ STS・HC90

タッピンねじSTS・HC90（赤色）3本　タッピンねじSTS・C65（黄色）3本
タッピンねじSTS・C65（黄色）3本

タッピンねじSTS・C65（黄色）3本　六角ナットM12 1個 タッピンねじSTS・C65（黄色）3本　六角ナットM12 1個
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

接 合 具 タッピンねじ STS・C65

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

接 合 具 タッピンねじ STS・C65

SB・F2と同様の用途に使用します。引張りを受ける柱の上下の接合などに使用します。

RW6.0×68

両ねじボルト M16両ねじボルト M12

300　330　345　360　390　405　420　450

300、330、345、360、390、405、420、450

10

M12

35以上
12

19



124 125

119

119

121
122

122

122

118

119

121

121

118

118

118

118

118

118

118

118

118

122

120

120

120

119

232mm

312mm

16.8

33.8
2.16N ／ mm2
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123

123

120

123
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JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC
JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

まぐさと縦材の緊結などに使用します。

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

JIS G 3302一般用SGHC または SGCC

接 合 具 太めくぎ ZN65

接 合 具 太めくぎ ZN40

接 合 具

接 合 具

接 合 具

接 合 具 太めくぎ ZN65

接 合 具
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128

128

129

129

129

130 131
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引張金物 TB せん断金物 SBM

壁パネルと基礎の接合に使用します。（土台有無兼用)（TB-90、TB-90P、TB-150、TB-150P）
壁パネルと基礎の接合に使用します。(TB-DP)

TB-90 TB-90P TB-150 TB-150P TB-DP

TB-90：110×110×280
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

TB-90P：110×110×300 TB-150：110×170×280 TB-150P：110×170×300 TB-DP：80×140×510

基礎と壁パネルの接合に使用します。（土台あり）

100

φ26

30
0 t4.5

t19

φ6.7

92
110 110

100

28
0

φ6.7

t4.5

t19
φ26

110

152
170

30
0

100

φ26

t4.5

t19

φ6.7

110

152
170

40
0

51
0

11
0

t4.5
t19

t12

t4.5

φ17

100

φ26

140
80

45
35

100

28
0

φ26

φ6.7

t4.5

t19

110 110
92

引張金物 TC

上下階の壁パネル相互、壁パネルと床パネル、壁パネルと屋根パネル等の
接合に使用します。

JIS G 3101 SS400

TC-90：110×110×330

TC-90、TC-150：タッピンねじ STS・C65

TC-150：110×170×330

TC-DP：80×140×630

TC-DP：DP16

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理 JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

壁パネルと垂れ壁または腰壁の接合に使用します。

JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

TC-90 TC-150 TC-DP

100

33
0

t19

φ6.7

t4.5

φ30
110

92

110

33
0

100

φ30

t19

φ6.7

t4.5

170110

152

φ30

11
0

t19

t6

φ17

t6

t12

80

45
35

140

52
0
63
0

せん断金物 SB せん断金物 SP せん断金物 D32

基礎と壁パネルの接合に使用します。（土台なし）

SB-90 SB-150

12
0

φ26

φ6.7

4.5
92

4.5

220

φ26

φ6.7

12
0

220
4.5

152

4.5

SB-90：101×220×120×t4.5
SB-150：161×220×120×t4.5

JIS G 3101 SS400

SBM-90 SBN-90P SBM-150 SBM-150P

φ26

φ6.7

18
0

4.5
92
4.5

220

φ26

16
0

φ6.7

92
4.5

4.5 220

φ26

16
0

φ6.7

4.5

152

4.5

220

φ6.7

4.5

4.5

152

φ26

18
0

220

JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

SBM-90：101×220×160×t4.5 SBM-90P：101×220×180×t4.5
SBM-150：161×220×160×t4.5 SBM-150P：161×220×180×t4.5

SP SP-DP

28
0

140

φ6.7

t4.5 30
0

280

t4.5

φ17

SP：140×280×t4.5

SP-DP：280×300×t4.5

基礎と壁パネルまたは上下階の壁パネル相互の接合に使用します。

φ32×800
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

φ32

800

φ27

接 合 具
TB-90、TB-90P、TB-150、TB-150P：タッピンねじ STS・C65、丸座金 RW6.0×40×φ17

TB-DP：ドリフトピン DP16、丸座金 RW6.0×40×φ17

接 合 具
タッピンねじ STS・C65
丸座金 RW6.0×40×φ17

接 合 具

SP：タッピンねじ STS・C65
SP-DP：DP16

接 合 具

接 合 具 タッピンねじ STS・C65、丸座金 RW6.0×40×φ17

受注生産品 受注生産品

受注生産品受注生産品 受注生産品受注生産品
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引張金物  TB 両ねじボルトセット M20

引張金物TC相互を接合するために使用します。

帯金物 STF

床パネル相互、耐力壁線上の梁またはその他の横架材相互の接合に使用します。 3層3プライまたは3層4プライ用、両ねじボルトセットM20用の角座金

丸座金 RW6.0×40×φ17

引張金物TB、せん断金物SB または SBM用の丸座金 5層5プライ用、両ねじボルトセットM20用の角座金

受注生産品 受注生産品

受注生産品受注生産品

受注生産品 受注生産品

受注生産品受注生産品

接 合 具 タッピンねじ STS・C65

床パネルと壁パネルの接合に使用します。

280

70

70

φ6.7

t3.2

L型金物 LST

70×70×280×t3.2
JIS G 3101 SS400 または JIS G 3302 SGH400

溶融亜鉛めっきZ27または同等以上の処理
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1

接 合 具

接 合 具 タッピンねじ STS・C65

上下階の壁パネル相互の接合に使用します。

70×70×280×t3.2
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1

帯金物 STW

STW-790

STW-850

200
320

320

150
790

φ6.7

t4.5

200
320

320

210
850

φ6.7

t4.5

STF

STF-DP

430

150
1010

t3.2

φ6.7

160

430

150

700

φ17

t3.2

STF：160×1010×t3.2 STF-DP：150×700×t3.2
JIS G 3101 SS400 または JIS G 3302 SGH400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1
溶融亜鉛めっきZ27または同等以上の処理

STF：タッピンねじ STS・C65
STF-DP：DP16

φ40

t6

φ17

RW6.0×40×φ17

JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

角座金 W16（90×220×φ22） 角座金 W12（140×140×φ22）

16

220

90

φ22

140 140

12

φ22

W16×90×220
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

W12×140×140
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

両ねじボルトM20 丸座金RW6.0x45 六角ナットM20-5J 回り止めプレートRSP2.3

t6

φ45

φ21

45

82

t3.2
M20

45

147

t3.2

M20

40

60以
上

M20

L=350
L=290

両ねじボルト：L290　L350
回り止めプレート：45×82×t2.3　45×147×t2.3

丸座金：W6.0×45

JIS G 3101 SS400JIS G 3138 SNR490B

JIS B 1220付属書A　強度区分5J、200Jを満足する炭素鋼
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn8/CM2

六角ナット：M20 P2.5
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受注生産品受注生産品

受注生産品 受注生産品

角座金 W19（80×120×φ26）

ドリフトピン DP-16

接合金物用

四角穴付タッピンねじ

角座金 W19（80×150×φ26）

STS6.5F：CLTパネル等の木材相互の接合に使用します。
STS・C90、STS・C65：接合金物用

3層4プライ用、引きボルトABR490 M16 または M20用の角座金 5層5プライ用、引きボルトABR490 M16 または M20用の角座金

W19×80×120
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

80
120

19

φ26

80

150

19

φ26

W19×80×150
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

80

40以
上

200
140

80　140　200
JIS G 3101 SS400
JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1または同等以上の処理

STS6.5F

STS・C90

STS・C65

65

25

6.1

12.5

90
φ5.5

φ6.5

55

10
65

3.0

10.5

φ5.5

φ6.5

L

1.2

40

15

φ5.5

φ6.5

STS6.5F：L85　L135　L180　L250　L280
JIS G 3507-2　表面硬さ420～570HV
STS6.5F：JIS H 8610（電気亜鉛めっき）Ep-Fe/Zn20/CM1
STS・C90、STS・C65：溶融亜鉛めっきZ27以上の耐食性を
有する表面処理
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耐力（kN） 木材強度等級 木材強度等級用　途

せん断金物

せん断金物

帯金物

L型金物

両ねじ
ボルト
セット

丸座金

角座金

四角穴付
タッピン
ねじ

引張金物

S60-3-3、
Mx60-5-5
又はこれと
同等以上

終局引張耐力
86.0

受注
生産

受注
生産

許容せん断耐力
52.0（2枚1組）

SP

SP-DP

D32

STW-790

STW-850

STF

STF-DP

LST

M20

STS・C65

STS・HC90

STS6.5F

DP16

許容せん断耐力
52.0

許容せん断耐力
54.0（2本1組）

終局引張耐力
135.0

許容引張耐力
52.0

許容せん断耐力
54.0（2本1組）

終局引張耐力
135.0

許容せん断耐力
47.0

S60-3-3
又はこれと
同等以上

S60-3-3、
Mx60-5-5
又はこれと
同等以上

S60-3-3
又はこれと
同等以上

S60-3-3、
Mx60-5-5
又はこれと
同等以上

S60-3-3、
Mx60-5-5
又はこれと
同等以上

S60-3-3
又はこれと
同等以上

S60-3-3、
Mx60-5-5
又はこれと
同等以上

Mx60-5-5
又はこれと
同等以上

S60-3-3、
Mx60-5-5
又はこれと
同等以上

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（1枚）

TB-90

TB-90P

TB-150

TB-150P

TB-DP

TC-90

TC-150

TC-DP

SB-90

SB-150

SBM-90

SBM-90P

SBM-150

SBM-150P

タッピンねじSTS・C65（18本）

ドリフトピンDP-16（12本）

タッピンねじSTS・C65（58本）

タッピンねじSTS・C65（58本）

タッピンねじSTS・C65（40本）

ドリフトピンDP-16（8本）

タッピンねじSTS・C65（18本）

六角ナットM20（3個）
丸座金RW6.0x45xφ21（2枚）
回り止めプレートRSP2.3（1枚）

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

RW6.0x40xφ17

W12
（140x140xφ22）

W16
（140x140xφ22）

W19
（80x120xφ26）

W19
（80x150xφ26）

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（1枚）

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（1枚）

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（1枚）

ドリフトピンDP-16（6本）
丸座金RW6.0x40xφ17（1枚）

タッピンねじSTS・C65（26本）

タッピンねじSTS・C65（26本）

ドリフトピンDP-16（8本）

タッピンねじSTS・C65（14本）
丸座金RW6.0x40xφ17（2枚）

タッピンねじSTS・C65（14本）
丸座金RW6.0x40xφ17（2枚）

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（2枚）

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（2枚）

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（2枚）

タッピンねじSTS・C65（18本）
丸座金RW6.0x40xφ17（2枚）

厚さ90mmの壁パネルと基礎の接合
（土台有無兼用）
JIS B 1220（構造用転造両ねじアン
カーボルトセット）でM16のボルト
を使用

厚さ90mmの壁パネルと基礎の接合
（土台有無兼用）
JIS B 1220（構造用転造両ねじアン
カーボルトセット）でM16のボルト
を使用
厚さ20mmのねこ土台を使用

厚さ150mmの壁パネルと基礎の接合
（土台有無兼用）
JIS B 1220（構造用転造両ねじアン
カーボルトセット）でM16のボルト
を使用

厚さ150mmの壁パネルと基礎の接合
（土台有無兼用）
JIS B 1220（構造用転造両ねじアン
カーボルトセット）でM16のボルト
を使用
厚さ20mmのねこ土台を使用

壁パネルと基礎の接合
厚さ90mmの壁パネル：
L80mmのドリフトピンD16を使用
厚さ150mmの壁パネル：
L140mmのドリフトピンD16を使用
JIS B 1220（構造用転造両ねじアン
カーボルトセット）でM16のボルト
を使用

厚さ90mmの壁パネル：上下階の壁
パネル相互、壁パネルと床パネル、壁
パネルと屋根パネル等の接合
両ねじボルトセットM20を使用

厚さ150mmの壁パネル：上下階の壁
パネル相互、壁パネルと床パネル、壁
パネルと屋根パネル等の接合
両ねじボルトセットM20を使用

上下階の壁パネル相互、壁パネルと
床パネル、壁パネルと屋根パネル等
の接合
厚さ90mmの壁パネル：
L80mmのドリフトピンD16を使用
厚さ150mmの壁パネル：
L140mmのドリフトピンD16を使用
両ねじボルトセットM20を使用

厚さ90mmの壁パネル：
基礎と壁パネルの接合（土台なし）
アンカーボルトM16を使用
厚さ150mmの壁パネル：
基礎と壁パネルの接合（土台なし）
アンカーボルトM16を使用
厚さ90mmの壁パネル：
基礎と壁パネルの接合（土台あり）
アンカーボルトM16を使用

厚さ90mmの壁パネル：
基礎のと壁パネルの接合（土台あり）
アンカーボルトM16を使用
厚さ20mmのねこ土台を使用

厚さ150mmの壁パネル：
基礎と壁パネルの接合（土台あり）
アンカーボルトM16を使用

厚さ150mmの壁パネル：
基礎と壁パネルの接合（土台あり）
アンカーボルトM16を使用
厚さ20mmのねこ土台を使用

耐力（kN） 用　途

壁パネルと垂れ壁又は腰壁の接合

壁パネルと垂れ壁又は腰壁の接合
厚さ90mmの壁パネル：
L80mmのドリフトピンD16を使用
厚さ150mmの壁パネル：
L140mmのドリフトピンD16を使用

基礎と壁パネル又は
上下階の壁パネル相互の接合

上下階の壁パネル相互の接合
厚さ150mmの床パネル用

上下階の壁パネル相互の接合
厚さ210mmの床パネル用

床パネル相互、耐力壁線上のはり
又はその他の横架材相互の接合

引張金物TC相互を接合するための
両ねじボルト
（六角ナット、丸座金及び回り止めプレ
ートがセット）
L290mm：厚さ150mmの床パネル用
L350mm：厚さ210mmの床パネル用
回り止めプレートの長さは壁パネル
の厚さが90mmの場合82mm、
150mmの場合147mmを使用

引張金物TB、せん断金物SB
又はSBMの丸座金でボルトはM16

5層5プライ用：両ねじボルトセット
M20の角座金

3層3プライ又は3層4プライ用：
両ねじボルトセットM20の角座金

接合金物用

CLTパネル等の木材相互を接合

接合金物用ドリフトピン

3層4プライ用：引きボルトは
ABR490（JIS B 1220）で呼びが
M16又はM20の角座金

5層5プライ用：引きボルトは
ABR490（JIS B 1220）で呼びが
M16又はM20の角座金

床パネルと壁パネルの接合

134
135

135

135

136

136

136

136

136

137

136

137

137

138

138

138

138

138

138

134

134

134

134

134

134

134

134

134

135

135

135

135
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TB-90

JIS G 3101（一般構造用圧延鋼材）
SS400

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn20/CM1
又は同等以上の処理

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn8/CM2

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn20/CM1
又は同等以上の処理

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn20/CM1
溶融亜鉛めっき Z27
又は同等以上の処理

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn8/CM2

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn20/CM1
又は同等以上の処理

溶融亜鉛めっき Z27 以上の
耐食性を有する表面処理

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn20/CM1
又は同等以上の処理

JIS H 8610（電気亜鉛めっき）
Ep-Fe/Zn8/CM2

JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）
SGH400

又は JIS G 3101（一般構造用圧延鋼材）
SS400

両ねじボルト：JIS G 3138（建築構造用圧延棒鋼）
SNR490B

六角ナット：JIS B 1220 付属書 B
（構造用転造両ねじアンカーボルトセット）

強度区分 5J を満足する炭素鋼

丸座金：JIS B 1220 付属書 B
（構造用転造両ねじアンカーボルトセット）

硬さ区分 200J を満足する炭素鋼

回り止めプレート：JIS G 3101（一般構造用圧延鋼材）
SS400

JIS G 3101（一般構造用圧延鋼材）
SS400

JIS G 3507-2（冷間圧造炭素鋼 - 第２部：線）
表面硬さ 420 ～ 570HV

JIS G 3101（一般構造用圧延鋼材）
SS400

TB-90P

引張金物

せん断金物

帯金物

L形金物

両ねじボルト
セット

丸座金

角座金

四角穴付
タッピンねじ

ドリフトピン

TB-150

TB-150P

TB-DP

TC-90

TC-150

TC-DP

SB-90

SB-150

SBM-90

SBM-90P

SBM-150

SBM-150P

SP

SP-DP

D32

STW-790

STW-850

STF

STF-DP

LST

M20

RW6.0x40xφ17

W12
（140x140xφ22）

W16
（90x220xφ22）

W19
（80x120xφ26）

W19
（80x150xφ26）

STS・C65

STS・HC90

STS6.5F

DP16

3

4

5

CLTパネル工法用の接合金物規格についての承認です。承認金物には左記の
   マーク（クロスマーク）が表示されます。
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151150

孔呼び径

80φ D10 10
10D10
10D10

100φ
125φ

タイプ サイズ A mm

205
205
231

125
125
151

113
113
113

40
40
40

290
290
327

54
45
45

1.10
1.09
1.21

B mm C mm D mm E mm F mm 重量
（kgf／枚）

寸法表

住宅基礎用ダイヤレン
シングル配筋基礎用スリーブ補強筋

住宅基礎シングル配筋用既製スリーブ補強筋として初めてBCJ評定を取得

  

補強計算不要。１箇所に１枚付けるだけ。
安全・確実な施工で品質確保。
シングル配筋に最適な重なりのない形状。
安全に施工できるスリム加工溶接「KS-F溶接」（特許取得）を採用。
店舗等の基礎にも適用可能。

溶接コブをスリムに加工

KS-F溶接

　　 

住宅基礎用ダイヤレン住宅基礎用ダイヤレン
シングル配筋基礎用スリーブ補強筋シングル配筋基礎用スリーブ補強筋

一般財団法人 日本建築センター BCJ評定 -LC0150 -01

あばら筋と住宅基礎用
ダイヤレンの溶接部と
の接合は、結束とする

結束、段取り筋溶接、
Ａタイプ又はＢタイプ

結束、Ａタイプ
又はＢタイプ

Ａタイプ又はＢタイプ

Ａタイプ又はＢタイプ

住宅基礎用ダイヤレン

段取り筋

・日本建築センター評定区分：組立鉄筋Ａタイプ、組立鉄筋Ｂタイプ、段取り筋溶接（仮組み溶接鉄筋工法）

C

E

D

F

A

E

B

KS-F溶接

キャップ

スポット溶接

スリーブ受け筋

一般財団法人 日本建築センター BCJ評定 -LC0150 - 01

段取り筋に取り付ける例 あばら筋に取り付ける例
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建築基準法
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154 建築基準法 施工令

告示 平12建第1460号155



154 155

第20条

第47条

　建築基準法施行令（昭和25年政令第338号）第47条第一項の規定に基づき、木造の継手及び
仕口の構造方法を次のように定める。
　建築基準法施行令（以下「令」という。）第47条に規定する木造の継手及び仕口の構造方法
は、次に定めるところによらなければならない。ただし、令第82条第一号から第三号までに定める
構造計算によって構造耐力上安全であることが確かめられた場合においては、この限りでない。

建築物は、自重、積載荷重、積雪荷重、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全な構造の
ものとして、次の各号に掲げる建築物の区分に応じ、それぞれ当該各号に定める基準に適合するものでなければならない。

高さが60メートルを超える建築物　当該建築物の安全上必要な構造方法に関して政令で定める技術的基準に
適合するものであること。この場合において、その構造方法は、荷重及び外力によつて建築物の各部分に連続的
に生ずる力及び変形を把握することその他の政令で定める基準に従つた構造計算によつて安全性が確かめられた
ものとして国土交通大臣の認定を受けたものであること。
高さが60メートル以下の建築物のうち、第6条第1項第二号に掲げる建築物（高さが13メートル又は軒の高さが9
メートルを超えるものに限る。）又は同項第三号に掲げる建築物（地階を除く階数が四以上である鉄骨造の建築物、
高さが20メートルを超える鉄筋コンクリート造又は鉄骨鉄筋コンクリート造の建築物その他これらの建築物に準ずるも
のとして政令で定める建築物に限る。）次に掲げる基準のいずれかに適合するものであること。
イ　当該建築物の安全上必要な構造方法に関して政令で定める技術的基準に適合すること。この場合において、
　　その構造方法は、地震力によつて建築物の地上部分の各階に生ずる水平方向の変形を把握することその他
　　の政令で定める基準に従つた構造計算で、国土交通大臣が定めた方法によるもの又は国土交通大臣の認定
　　を受けたプログラムによるものによつて確かめられる安全性を有すること。
ロ　前号に定める基準に適合すること。
高さが60メートル以下の建築物のうち、第6条第1項第二号又は第三号に掲げる建築物その他その主要構造部
（床、屋根及び階段を除く。）を石造、れんが造、コンクリートブロック造、無筋コンクリート造その他これらに類する構
造とした建築物で高さが13メートル又は軒の高さが9メートルを超えるもの（前号に掲げる建築物を除く。）次に掲げ
る基準のいずれかに適合するものであること。
イ　当該建築物の安全上必要な構造方法に関して政令で定める技術的基準に適合すること。この場合において、
　　その構造方法は、構造耐力上主要な部分ごとに応力度が許容応力度を超えないことを確かめることその他の
　　政令で定める基準に従つた構造計算で、国土交通大臣が定めた方法によるもの又は国土交通大臣の認定を
　　受けたプログラムによるものによつて確かめられる安全性を有すること。

　ロ　前二号に定める基準のいずれかに適合すること。
前三号に掲げる建築物以外の建築物　次に掲げる基準のいずれかに適合するものであること。
イ　当該建築物の安全上必要な構造方法に関して政令で定める技術的基準に適合すること。
ロ　前三号に定める基準のいずれかに適合すること。
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